
県
内
各
地
で
遊
休
農
地
や
不

耕
作
農
地
が
増
え
る
中
、
東
み

よ
し
町
（
旧
三
好
町
）
の
徳
島

自
動
車
道
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

「
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
」
の
西
側
一
・
五
㌶
の
農
地

で
六
年
前
か
ら
春
は
菜
の
花
、

秋
は
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

一
〇
戸
の
農
家
に
委
託
し
、

遊
休
農
地
解
消
と
農
地
の
地
力

保
全
に
も
一
役
か
っ
て
い
る
。

ま
た
長
時
間
、
高
速
道
路
を
運

転
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
気

分
転
換
に
な
る
な
ど
一
石
三
鳥

に
も
四
鳥
に
も
な
っ
て
い
る
。

当
初
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
て
も

ら
え
る
よ
う
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や

「
美
濃
田
の
渕
」
の
見
学
コ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
一
環

と
し
て
菜
の
花
と
コ
ス
モ
ス
の

作
付
け
に
発
展
し
、
最
近
で
は

子
供
用
の
遊
具
施
設
か
ら
小
動

物
の
飼
育
ま
で
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
「
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
」
の
出
入
り
口
と
し

て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
ゲ
ー
ト
が
設
置

さ
れ
Ｕ
タ
ー
ン
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
徳
島
市
方
面
や
県

外
か
ら
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地
元

農
産
物
な
ど
の
直
売
市
も
観
光

客
に
は
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

【
輸
出
を
農
業
を
元
気
に
す

る
切
り
札
と
す
る
た
め
に
】

「
攻
め
の
農
政
」
を
展
開
す
る

象
徴
と
し
て
、
輸
出
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
全

国
各
地
で
試
験
輸
出
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
気
運
が
急
速
に
高
ま
っ

て
い
る
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
、
「
徳

島
県
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
協

議
会
」
が
海
外
で
初
め
て
行
っ

た
販
促
フ
ェ
ア
「
徳
島
食
材
ｉ

ｎ
台
湾
」
で
大
き
く
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
し
か
し
、
華
々

し
さ
の
裏
に
「
輸
出
が
県
内
農

業
を
元
気
に
す
る
有
力
な
手
段
」

と
な
る
に
は
数
多
く
の
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山

積
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
の
道

を
さ
ぐ
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い

る
。九

月
十
二
日
に
徳
島
県
農
業

会
議
が
飯
泉
知
事
に
行
っ
た
建

議
の
中
で
も
こ
の
こ
と
に
触
れ
、

海
外
輸
出
の
定
着
に
向
け
、
現

地
の
ニ
ー
ズ
、
ト
レ
ン
ド
情
報

を
把
握
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
確

保
や
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
は
じ
め
、
流
通
コ
ス
ト

の
低
減
策
の
検
討
等
に
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
県
の
安
全
・
安
心
で
、
し

か
も
品
質
の
良
い
産
品
は
、
京

阪
神
市
場
等
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
自
負

も
あ
り
、
台
湾
の
み
な
ら
ず
東

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
、
富

裕
層
の
心
を
し
っ
か
り
と
掴
む

こ
と
が
出
来
る
と
確
信
す
る
が
、

国
内
の
産
地
が
こ
ぞ
っ
て
取
り

組
み
を
は
じ
め
て
い
る
今
、
本

県
産
品
の
特
徴
を
全
面
に
押
し

出
し
た
力
強
い
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。
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第４号

発行所

徳島県農業会議
徳島市かちどき橋

徳島県林業センター

編集発行人

多智花 俊 裕

一

花
が
遊
休
農
地
解
消
と
観
光
に
一
役････

１

二

新
し
い
野
菜
対
策
の
仕
組
み
と
概
要････

２

三

特
定
法
人
貸
付
制
度
の
推
進･･････････

３

四

徳
島
県
農
業
会
議
が
県
知
事
に
建
議････

４

五

農
作
業
事
故
と
労
災
保
険････････････

５

六

本
県
初
の
特
定
農
業
法
人････････････

６

七

ス
ダ
チ
の
す
ば
ら
し
い
機
能
性････････

７

花
が
遊
休
農
地
解
消

と
観
光
に
一
役

あ

ぜ

道

の

声

コスモス園で秋を楽しむ観光客



産地の要件 補てん率

　１　以下のすべてを満たす産地

　　①「安定的・継続的生産者」の作付け面積シェアー（現状）が６０％以上。
　　②過去３カ年間計画通りの出荷を行っていること。

　2　「安定的・継続的生産者」の作付け面積シェアー（現状）が４０％以上。 80%

　３　「安定的・継続的生産者」の作付け面積シェアー（現状）が４０％未満。 70%

90%

産地区分の要件と補てん率

野
菜
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
農
産
物
で
あ
る
が
、

産
地
の
高
齢
化
等
に
伴
い
作
付
面
積

が
減
少
す
る
一
方
で
、
輸
送
技
術
や

冷
凍
技
術
の
発
達
等
を
背
景
に
し
て
、

国
内
生
産
が
加
工
・
業
務
用
需
要
に

応
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
輸
入

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
対

応
す
る
た
め
、
消
費
者
等
の
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
た
生
産
を
行
う
担

い
手
の
育
成
・
確
保
と
担
い
手
を
中

心
と
し
た
安
定
的
な
野
菜
の
生
産
・

出
荷
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の
野
菜
政
策
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

一
．
契
約
取
引
の
推
進

（
本
県
で
は
非
該
当
に
な
る
こ
と

か
ら
概
略
の
み
紹
介
。
）

担
い
手
の
経
営
安
定
を
図
る
上
で
、

収
入
予
測
が
可
能
と
な
る
契
約
取
引

の
導
入
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
契
約
取
引
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、
①
契
約
対
象
者
の
拡
大
、
②

簡
易
な
処
理
を
行
っ
た
野
菜
も
対
象
、

③
補
て
ん
条
件
の
改
善
、
④
取
引
価

格
設
定
期
間
を
長
く
す
る
等
の
改
善

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

二
．
需
給
調
整
の
的
確
な
実
施

将
来
に
わ
た
り
担
い
手
を
核
と
し

て
供
給
責
任
を
果
た
し
得
る
産
地
に

は
、
自
ら
需
給
の
安
定
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
る
。
こ
の

た
め
、
産
地
が
需
給
調
整
に
積
極
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
需
給
調
整
対
策

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
価
格
安
定

制
度
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

①
需
給
調
整
対
策
へ
の
参
加
促
進

需
給
調
整
対
策
を
行
っ
て
い
る
品

目
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
た
ま
ね
ぎ
、
だ
い

こ
ん
、
は
く
さ
い
、
に
ん
じ
ん
、
レ

タ
ス
）
に
つ
い
て
、
需
給
調
整
対
策

に
参
加
し
て
い
な
い
と
、
価
格
安
定

制
度
の
補
て
ん
率
に
一
〇
％
の
格
差

を
設
け
る
。

②
計
画
的
出
荷
の
促
進

産
地
の
計
画
的
出
荷
の
実
施
状
況

に
応
じ
て
価
格
安
定
制
度
に
基
づ
く

交
付
金
に
格
差
を
設
け
る
仕
組
み

（
一
部
交
付
措
置
）
を
強
化
。

③
最
低
基
準
額
を
引
き
上
げ

価
格
安
定
制
度
の
最
低
基
準
額
を

現
行
の
「
平
均
価
格
の
五
五
％
」
か

ら
「
平
均
価
格
の
六
〇
％
」
に
引
き

上
げ
る
。

④
緊
急
需
給
調
整
単
価
の
見
直
し

価
格
低
落
時
に
産
地
廃
棄
し
た
場

合
の
交
付
単
価
を
一
律
「
平
均
価
格

の
四
〇
％
」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

重
要
野
菜
以
外
の
指
定
野
菜
の
交
付

単
価
は
、
現
行
の
「
平
均
価
格
の
二

〇
％
」
か
ら
「
平
均
価
格
の
四
〇
％
」

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

三
．
担
い
手
へ
の
重
点
支
援

①
重
点
支
援
の
対
象

担
い
手
の
高
齢
化
・
減
少
に
よ
り

作
付
面
積
や
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
お
い
て
も
安

定
的
・
継
続
的
に
野
菜
の
生
産
を
行

う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
（
以
下
、

「
安
定
的
・
継
続
的
生
産
者
」
と
い

う
。
）
を
確
保
・
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
安
定
的
・

継
続
的
生
産
者
と
は
、
認
定
農
業
者

及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
を
含

む
と
さ
れ
て
い
る
。

②
重
点
支
援
の
内
容

産
地
を
対
象
と
し
た
現
行
制
度
の

骨
格
は
維
持
し
た
上
で
、
安
定
的
・

継
続
的
生
産
者
の
育
成
・
確
保
状
況

と
計
画
的
な
生
産
・
出
荷
へ
の
取
組

状
況
に
応
じ
て
、
産
地
を
三
区
分
に

分
類
し
、
産
地
ご
と
に
補
て
ん
率
に

格
差
を
設
け
る
。
こ
の
よ
う
に
十
九

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
た
な
野
菜

対
策
は
、
認
定
農
業
者
を
基
本
と
し

た
「
安
定
的
・
継
続
的
生
産
者
」
の

数
が
鍵
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
担
い
手
確
保
・

育
成
の
早
急
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
具
体

的
な
産
地
区
分
の
要
件
と
補
て
ん
率

は
下
表
の
と
お
り
。
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中

央

の

動

き

現
在
、
平
成
十
九
年
産
か
ら
の
米
・
麦
等
を
中
心
と
し
た
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
の
本
格
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
野
菜
対
策
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
、
野
菜
価
格
安

定
制
度
と
需
給
安
定
対
策
を
内
容
と
す
る
新
た
な
野
菜
対
策
が
平
成

十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
概
要
を
紹
介
す
る
。

価格低落時に産地廃棄した場合

の単価は、人参・レタス等の場合

は緊急需給調整単価がアップ

※ 計画的な出荷を達成すれば、補てん率が１０％アップ

新
し
い
野
菜
対
策
の
仕
組
み
と
概
要

平
成
十
八
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会

長
代
表
者
集
会
」
開
催
予
定

全
国
の
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
、
現
場
で
の
取
り
組

み
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
研
修
・
交

流
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
経
営
所

得
安
定
対
策
に
必
要
な
予
算
の
確
保

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
開
催
さ

れ
る
。

日
時
：
平
成
十
八
年

十
一
月
二
十

九
日
（水
）、
場
所
：
東
京
九
段
会
館



平
成
十
四
年
十
二
月
に
小
泉
内
閣

の
下
で
構
造
改
革
特
区
制
度
が
で
き

た
。
国
に
そ
の
区
域
が
認
定
さ
れ
れ

ば
、
今
ま
で
は
規
制
（
法
律
）
が
あ
っ

て
で
き
な
か
っ
た
取
り
組
み
が
特
例

と
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
特
区
制
度
で

有
名
な
も
の
と
し
て
ど
ぶ
ろ
く
特
区

（
酒
税
法
の
特
例
）
が
あ
る
が
、
わ

れ
わ
れ
農
業
委
員
会
系
統
組
織
に
大

い
に
関
係
し
た
も
の
も
あ
る
。

農
地
の
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
農
外

企
業
の
農
業
参
入
特
区
（
農
地
法
の

特
例
）
が
そ
れ
だ
。
こ
の
農
業
参
入

特
区
制
度
に
よ
り
全
国
で
七
一
社
が

農
業
参
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
振

興
、
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
特
区
制
度
は
、
施
行
後
一
定

期
間
を
経
て
制
度
の
効
果
、
弊
害
を

検
証
し
、
支
障
が
な
け
れ
ば
全
国
展

開
す
る
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
、
「
農
地
の
リ
ー
ス
方
式
に

よ
る
農
外
企
業
の
農
業
参
入
」
に
つ

い
て
、
特
区
推
進
本
部
は
「
弊
害
が

生
じ
て
い
て
も
比
較
的
微
少
で
あ
り
、

全
国
展
開
し
た
場
合
の
ほ
う
が
著
し

く
効
果
が
大
で
あ
る
。
」
等
の
特
区

評
価
委
員
会
の
意
志
決
定
を
踏
ま
え
、

平
成
十
七
年
二
月
に
全
国
展
開
を
決

定
し
た
経
過
が
あ
る
。

こ
の
決
定
を
受
け
、
平
成
十
七
年

六
月
に
そ
の
措
置
と
し
て
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
を
改
正
、
特
定
法

人
貸
付
事
業
を
創
設
し
て
同
方
式
に

よ
る
農
外
企
業
の
農
業
参
入
が
全
国

展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

特
定
法
人
貸
付
事
業
は
、
市
町
村

基
本
構
想
に
遊
休
農
地
や
遊
休
農
地

化
す
る
農
地
（
要
活
用
農
地
）
が
相

当
程
度
あ
る
区
域
を
農
外
企
業
の
参

入
区
域
と
し
て
設
定
し
、
県
知
事
の

認
可
を
受
け
る
。
事
業
の
実
施
主
体

は
市
町
村
又
は
農
地
保
有
合
理
化
法

人
で
、
農
家
か
ら
農
地
の
使
用
収
益

権
又
は
所
有
権
を
取
得
、
企
業
と
の

間
で
協
定
を
締
結
（
協
定
違
反
し
た

場
合
の
措
置
な
ど
締
結
）
し
、
賃
貸

借
又
は
使
用
貸
借
で
貸
し
付
け
る
と

言
う
も
の
。

現
在
、
全
国
で
こ
の
事
業
の
推
進

が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

県
に
よ
っ
て
は
農
外
企
業
も
地
域
農

業
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ

け
、
各
種
の
支
援
策
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
認
定
農
業
者
に
認
定
す
る
意

向
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
全
国
で
一
五
六
社
が

農
業
参
入
し
、
中
四
国
で
は
二
五
社

に
な
る
が
本
県
は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
詳

細
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
施
策
：
経
営
→
法
人
参
入
支
援
の

ペ
ー
ジ
）
を
参
照
）
。

国
で
は
平
成
二
二
年
ま
で
に
五
〇

〇
法
人
の
農
業
参
入
を
見
込
ん
で
い

る
。
こ
の
事
業
は
農
業
参
入
す
る
企

業
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
町

村
の
受
け
皿
作
り
も
必
要
で
あ
る
。

本
会
に
農
外
企
業
の
農
業
参
入
に
つ

い
て
の
相
談
は
結
構
あ
る
。
一
方
、

本
県
は
他
県
に
比
べ
て
要
活
用
農
地

が
極
端
に
少
な
い
と
言
う
こ
と
で
も

な
い
。
要
活
用
農
地
へ
の
農
外
企
業

の
参
入
は
、
遊
休
農
地
の
活
用
、
地

域
の
活
性
化
さ
ら
に
は
地
域
農
業
担

い
手
対
策
と
言
う
観
点
か
ら
特
定
法

人
貸
付
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
関
係

者
は
十
分
検
討
、
協
議
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

手づくり情報誌 第４号 かけはし21 平成18年10月21日< 3 >

農
外
企
業
も
地
域
農
業
の
担
い
手

特
定
法
人
貸
付
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

協定の締結、農地の借入の仕組み

【
回
答
】
経
営
移
譲
年
金
は
農
業
経

営
者
が
農
業
経
営
か
ら
引
退
し
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
の
で
、

経
営
移
譲
年
金
の
受
給
者
が
農
業
経

営
を
再
開
し
、
農
業
経
営
者
に
復
帰

し
た
場
合
に
は
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
場
合
は
、
受
給
者
が
集

落
営
農
組
織
に
参
加
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
単
に
雇
用
者
と
し
て
参

加
す
る
場
合
は
農
業
経
営
を
再
開
し

た
こ
と
と
な
ら
な
い
の
で
、
経
営
移

譲
年
金
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
集
落
営
農
組
織
が
、
農

業
生
産
法
人
（
農
地
を
保
有
し
て
い

る
法
人
）
で
あ
り
、
そ
の
法
人
の
構

成
員
（
持
分
を
取
得
し
た
者
）
と
し

て
参
加
し
た
場
合
は
法
人
が
行
う
農

業
経
営
に
参
画
し
た
こ
と
と
な
り
、

農
業
経
営
を
再
開
し
た
こ
と
と
し
て

扱
わ
れ
る
の
で
、
経
営
移
譲
年
金
は

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
農
地
を
保
有
し
な
い
農
業

法
人
や
農
作
業
の
受
託
の
み
を
行
う

フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
よ
う

な
法
人
の
構
成
員
と
な
る
場
合
は
、

経
営
移
譲
年
金
は
支
給
停
止
に
な
り

ま
せ
ん
。

【
質
問
】
後
継
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
て
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
ま

す
が
、
私
自
身
が
集
落
営
農
に
参
加
し
て
も
経
営
移
譲
年
金
は
支
給
停
止
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談
Ｑ
＆
Ａ

特定農地貸付事業の仕組み



本
会
議
が
行
っ
た
「
徳
島
県
重
点

農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
に
対
し
、

飯
泉
知
事
か
ら
は
、
「
い
た
だ
い
た

建
議
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

着
実
に
進
め
さ
せ
て
頂
き
、
本
県
農

業
が
わ
が
国
の
農
業
を
牽
引
で
き
る

よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

力
強
い
話
が
あ
っ
た
。

以
下
、
建
議
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
、
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

一
．
「と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」の
競
争
力

強
化
に
向
け
た
挑
戦

「
新
鮮
な
っ
！
と
く
し
ま
号
」
を
核

と
し
た
「
新
鮮
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
」
の
展
開
の
成
果
を
踏
ま
え
、

（１
）消
費
者
へ
の
「ア
ピ
ー
ル
」を
「交
流
」

に
発
展
さ
せ
る
連
携
強
化

・
消
費
者
と
生
産
者
と
の
信
頼
関
係

を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
く
た
め
、

多
様
な
農
業
体
験
の
提
供
な
ど
「
食

育
」
推
進
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
展

開・
徳
島
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
京
阪

神
地
域
な
ど
、
県
の
枠
を
超
え
た
広

域
的
な
地
産
地
消
の
展
開

（２
）マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
機
能
強
化

・
海
外
輸
出
の
定
着
に
向
け
た
積
極

的
な
取
り
組
み
と
徳
島
な
ら
で
は
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
新
た
な
流
通
販
売

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
の
支
援

（３
）環
境
負
荷
低
減
、
安
全
・
安
心

の
取
り
組
み
促
進
と
積
極
的
な
ア
ピ
ー

ル・
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
中
心
と
し
た

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
の
促
進

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
持
つ
効
能
を
活
か
し
た
、

産
・
学
・
官
連
携
に
よ
る
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
品
目
」
の
育
成

・
「
と
く
し
ま
安
２
農
産
物
認
証
」

農
産
物
の
積
極
的
な
拡
大

・
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

へ
の
的
確
な
対
応

二
．
担
い
手
の
育
成
・確
保
対
策

（１
）新
規
就
農
促
進
対
策
の
充
実

・
定
年
を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
を
中

心
に
新
規
就
農
促
進
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策

・
農
業
法
人
に
よ
る
雇
用
研
修
生
の

受
け
入
れ
に
対
す
る
支
援

（
２
）
認
定
農
業
者
及
び
集
落
営
農
の

育
成

徳
島
県
農
業
の
体
質
強
化
を
図
る

た
め
の
認
定
農
業
者
の
加
速
度
的
な

育
成
・
確
保
と
中
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
「
徳
島
型
の
集
落
営
農
組
織
」
の

育
成

三
．
地
域
農
業
の
振
興
対
策

（１
）時
代
の
要
請
に
機
動
的
に
対
応

し
、
地
域
や
産
地
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
「
と
く
し
ま

強
い
農
林
水
産
業
づ
く
り
事
業
」

の
拡
充

産
地
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
制

度
の
拡
充
と
必
要
な
予
算
の
確
保

（２
）研
究
・
普
及
・
教
育
の
高
度
で

一
体
的
な
施
設
（
農
林
水
産
総
合

技
術
セ
ン
タ
ー
）
の
早
期
整
備

高
度
で
効
率
的
な
技
術
支
援
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
施
設
の

整
備（３

）原
油
価
格
の
高
騰
に
対
応
し
た

抜
本
的
な
対
応
策

産
・
学
・
官
に
よ
る
抜
本
的
な
対

応
策
の
検
討
と
経
営
圧
迫
要
因
の
軽

減
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
と

モ
デ
ル
支
援

(

４)

農
業
者
団
体
等
が
中
心
と
な
っ
た

米
需
給
調
整
シ
ス
テ

ム
へ
の
円
滑
な
移
行
に

向
け
た
行
政
支
援

四
．
中
山
間
地
域
対

策

（１
）「産
消
連
携
」に
よ

る
地
域
特
産
物
を
活

か
し
た
事
業
展
開
の

促
進消

費
者
や
食
品
関

係
事
業
者
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
、
地
域

の
意
欲
的
な
事
業
展

開
に
対
す
る
積
極
的

な
支
援
策

（２
）団
塊
の
世
代
の
活

用
を
含
め
た
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
発
掘
・
育
成
確

保
等団

塊
の
世
代
の
能
力
活
用
も
含
め

て
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
発
掘
・
育
成
・

確
保
す
る
と
と
も
に
、
「
中
山
間
地

域
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
す
る
の
に
必
要
な
支
援
策

（
３
）野
生
鳥
獣
に
対
す
る
被
害
防
止

対
策
の
強
化

対
策
の
手
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い

積
極
的
な
推
進
と
モ
デ
ル
地
区
で
の

事
業
効
果
の
波
及

五
．
農
地
の
有
効
利
用
対
策

（
１
）
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
支

援
措
置
の
強
化

農
業
委
員
会
が
行
う
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
」
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
の
強
化

（２
）都
市
農
地
の
防
災
空
間
と
し
て

の
機
能
発
揮

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
防
災
空

間
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、

都
市
農
地
の
保
全
と
防
災
上
の
活
用

（３
）農
業
生
産
の
実
態
に
あ
わ
せ
た

農
地
法
の
見
直
し
検
討

「
野
菜
・
果
樹
・
花
き
の
園
芸
施

設
」
や
「
菌
床
し
い
た
け
の
生
産
施

設
」
な
ど
、
ハ
ウ
ス
内
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
地
固
め
し
て
生
産
す
る
施
設
用

地
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
生
産

活
動
が
で
き
る
土
地
を
確
保
す
る
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
、
農
地
法
第
２

条
で
謳
っ
て
い
る
、
「
耕
作
」
の
解

釈
を
見
直
し
、
転
用
が
不
要
と
な
る

よ
う
国
へ
要
請
。
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徳
島
県
農
業
会
議
が
飯
泉
知
事
に
建
議

力
強
い
徳
島
県
農
業
を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て

徳
島
県
の
地
域
農
政
が
更
に
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
本
格
的
な

当
初
予
算
編
成
を
控
え
た
九
月
十
二
日
に
、
飯
泉
知
事
に
対
し
て
「
徳

島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
を
行
っ
た
。



近
年
、
他
産
業
分
野
で
は
安
全
対

策
の
取
り
組
み
が
徹
底
さ
れ
、
死
亡

事
故
の
発
生
率
も
毎
年
減
少
し
て
い

る
が
、
農
業
分
野
で
は
逆
に
増
大
し

て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
今
後

さ
ら
に
、
農
作
業
事
故
の
発
生
率
が

高
く
な
る
要
因
を
抱
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

一
．
農
作
業
事
故
発
生
率
が

高
く
な
る
要
因

①
農
業
者
の
高
齢
化

高
齢
化
に
よ
り
身
体
機
能
の
低
下
、

判
断
力
が
衰
え
る
こ
と
か
ら
、
農
機

具
の
操
作
を
誤
っ
て
事
故
に
遭
う
。

六
〇
歳
以
上
の
事
故
が
全
体
の
六
割

強
を
占
め
て
い
る
。

②
機
械
の
大
型
化
・高
速
化

農
業
機
械
の
大
型
化
・
高
速
化
が

進
み
、
加
え
て
高
齢
化
等
に
よ
る
判

断
力
の
低
下
や
不
慣
れ
が
も
と
で
事

故
に
遭
う
。
最
近
は
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
、
耕
耘
機
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
等
大
型
農
業
機
械
の
事
故
が
多
い
。

③
兼
業
農
家
の
増
加

休
日
作
業
に
よ
る
急
ぎ
、
疲
労
、

不
慣
れ
が
相
ま
っ
て
事
故
に
遭
う
。

事
故
発
生
率
は
五
月
と
九
月
が
ピ
ー

ク
で
、
土
曜
日
と
日
曜
日
に
事
故
が

多
く
な
る
。
時
間
帯
で
は
昼
前
の
十

一
時
頃
と
終
業
前
の
四
時
頃
の
疲
れ

が
溜
ま
っ
た
頃
に
事
故
に
遭
う
確
率

が
高
く
な
る
の
で
注
意
。

④
危
険
な
作
業
現
場

中
山
間
地
域
の
田
畑
、
進
入
路
の

未
整
備
な
ど
構
造
的
に
危
険
な
現
場

で
は
事
故
発
生
率
が
高
く
な
る
。
農

作
業
事
故
は
以
上
の
よ
う
な
事
故
要

因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
る
が
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
見
え
な
い
事

故
要
因
を
取
り
除
く
安
全
管
理
の
徹

底
や
危
険
予
知
訓
練
の
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
事
故

に
備
え
て
労
災
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
も
大
事
で
あ
る
。

二
、
労
災
保
険
制
度

と
り
わ
け
、
人
を
雇
用
し
て
い
る

農
業
経
営
者
は
、
農
作
業
中
の
事
故

に
備
え
て
労
災
保
険
に
加
入
し
て
お

く
こ
と
は
最
低
の
義
務
だ
。
労
働
基

準
法
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
短
期
雇

用
者
を
含
む
雇
用
労
働
者
（
「
外
国

人
農
業
技
能
実
習
生
」
も
含
む
）
に

業
務
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
事

業
主
に
補
償
義
務
が
生
じ
る
旨
を
定

め
て
い
る
。
労
災
保
険
は
、
こ
の
義

務
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て
政
府
が
肩

代
わ
り
す
る
も
の
で
、
雇
用
労
働
者

に
業
務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負
傷
、

疾
病
、
死
亡
等
の
労
働
災
害
が
起
こ
っ

た
時
に
、
本
人
や
遺
族
に
対
し
て
療

養
補
償
や
休
業
補
償
等
を
行
う
政
府

が
管
理
・
運
営
す
る
保
険
制
度
で
あ

る
。

（１
）農
業
者
と
労
災
保
険

労
災
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働

者
を
雇
用
す
る
す
べ
て
の
事
業
に
強

制
適
用
さ
れ
る
が
、
農
業
で
は
常
時

雇
用
労
働
者
が
五
人
未
満
の
個
人
経

営
は
任
意
適
用
だ
。
こ
の
た
め
、
個

人
経
営
の
農
業
者
が
雇
用
す
る
場
合
、

労
災
保
険
制
度
の
適
用
事
業
所
と
な

ら
な
い
限
り
労
災
保
険
の
適
用
は
な

く
、
業
務
災
害
の
発
生
時
は
事
業
主

が
補
償
の
義
務
を
負
う
。
そ
こ
で
、

農
業
者
に
は
労
災
保
険
へ
の
「
特
別

加
入
」
の
途
が
開
か
れ
て
お
り
、
事

業
主
が
特
別
加
入
す
る
こ
と
で
労
災

適
用
事
業
所
と
な
り
雇
用
者
も
労
災

保
険
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
救
わ
れ

る
。

（２
）農
業
者
が
加
入
で
き
る
労
災
制

度
労
災
保
険
は
労
働
者
保
護
が
目
的

で
、
事
業
主
や
家
族
従
事
者
は
対
象

外
で
あ
る
。
し
か
し
農
業
の
よ
う
に
、

実
態
と
し
て
事
業
主
が
労
働
者
と
同

様
の
作
業
を
行
う
業
種
に
つ
い
て
は
、

労
働
者
に
準
じ
て
事
業
主
や
家
族
が

特
別
に
加
入
で
き
る
「
特
別
加
入
制

度
」
が
あ
る
。
次
の
３
種
類
だ
。

①
特
定
農
作
業
従
事
者

年
間
農
業
生
産
物
販
売
額
三
百
万

円
以
上
又
は
二
㌶
以
上
の
経
営
耕
地

規
模
を
有
す
る
自
営
農
業
者
及
び
家

族
労
働
者
。

②
指
定
農
業
機
械
作
業
従
事
者

指
定
農
業
機
械
を
使
用
し
、
土
地

の
耕
作
・
開
墾
、
植
物
の
栽
培
・
採

取
の
作
業
を
行
う
者
。

③
中
小
事
業
主
等

年
間
百
人
日
以
上
労
働
者
を
使
用

す
る
事
業
主
と
そ
の
家
族
従
事
者
及

び
雇
用
労
働
者
で
、
個
人
で
は
加
入

で
き
ず
労
働
保
険
事
務
組
合
を
通
じ

て
加
入
す
る
こ
と
が
要
件
。

（３
）給
付
の
種
類

特
別
加
入
者
に
係
る
保
険
給
付
の

種
類
は
、
①
必
要
な
治
療
が
無
料
で

受
け
ら
れ
る
療
養
補
償
給
付
、
②
労

働
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
日
が
四
日

以
上
と
な
っ
た
場
合
の
休
業
補
償
給

付
の
ほ
か
、
③
障
害
補
償
給
付
、
④

遺
族
補
償
給
付
、
⑤
障
害
補
償
年
金
、

⑥
介
護
保
障
給
付
、
⑦
葬
祭
給
付
等

の
手
厚
い
給
付
が
受
け
ら
れ
る
。

（４
）加
入
の
窓
口

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
を
窓
口
に
し
て

「
徳
島
県
農
業
機
械
等
安
全
推
進
協

議
会
労
働
保
険
事
務
組
合
（
事
務
局
：

徳
島
県
農
業
会
議
）
」
を
通
じ
て
加

入
で
き
る
。

労
災
保
険
制
度
の
詳
し
い
こ
と
は

（〇
八
八
）六
二
一
―
三
〇
五
四
（
担

当
：
丸
山
ま
で
）
お
尋
ね
下
さ
い
。
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農
作
業
事
故
と
労
災
保
険

本
県
で
平
成
十
七
年
度
中
に
農
作
業
事
故
に
あ
っ
た
者
は
五
一
人

で
、
う
ち
六
人
が
農
機
具
等
に
よ
る
農
作
業
事
故
で
死
亡
。
全
国
で

は
年
間
約
四
百
人
が
農
作
業
中
に
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
農
業

者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
他
産
業
と
比
べ
て
農
作
業
事
故
の
発

生
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。



農
事
組
合
法
人
「
し
げ
と
も
」
は
、

現
在
組
合
員
四
三
戸
と
非
組
合
員
五

戸
か
ら
重
友
地
区
の
十
九
・
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
利
用
権
設
定
に
よ

り
借
り
受
け
し
、
水
稲
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
小
麦
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営
し

て
い
る
。

「
し
げ
と
も
」
の
初
年
度
の
運
営

は
常
に
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
組
合

員
に
働
き
か
け
、
集
会
を
開
い
て
全

員
の
合
意
の
下
に
組
合
員
間
の
農
作

業
の
順
番
な
ど
を
調
整
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
「
し
げ
と
も
」

に
農
地
を
貸
す
以
前
に
は
、
各
農
家

で
は
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
米
の
生

産
調
整
も
達
成
す
る
こ
と
と
な
り
、

来
年
の
三
月
に
は
稲
作
所
得
基
盤
確

保
対
策
の
交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
お
祭
り
前
の

集
会
時
に
収
穫
し
た
小
麦
か
ら
作
っ

た
「
う
ど
ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
地

域
住
民
に
た
い
へ
ん
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
し
げ
と
も
」
設
立

後
ま
だ
一
年
に
も
満
た
な
い
状
況
の

中
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
取
り
組
み

が
地
域
の
農
業
者
か
ら
支
持
さ
れ
、

本
年
八
月
四
日
に
開
か
れ
た
重
友
農

用
地
利
用
組
合
（
重
友
地
区
農
用
地

利
用
改
善
団
体
）
の
設
立
総
会
に
お

い
て
、
重
友
地
区
特
定
農
用
地
利
用

規
程
の
中
に
農
事
組
合
法
人
「
し
げ

と
も
」
が
特
定
農
業
法
人
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
地
域
の
地
権
者
一
一

〇
名
の
賛
同
も
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
。

今
後
は
、
阿
南
市
長
に
対
し
特
定

農
用
地
利
用
規
程
の
申
請
を
行
い
、

認
可
さ
れ
る
と
、
十
月
中
に
は
本
県

初
の
特
定
農
業
法
人
が
誕
生
す
る
予

定
。
写
真
は
初
収
穫
の
小
麦
で
「
う
ど

ん
」を
ふ
る
ま
う
組
合
員
。
（記
事
は
阿

南
市
農
業
委
員
会
提
供
）

農
業
会
議
「徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
二
〇
〇
六
」
に
出

展
徳
島
県
農
業
会
議
は
、
九
月
十
四

日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
徳
島
市

の
ア
ス
テ
ィ
徳
島
で
開
催
さ
れ
た

「
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ

セ
二
〇
〇
六
」
に
徳
島
県
農
業
法
人

協
会
や
徳
島
県
有
機
農
産
物
認
証
協

会
と
と
も
に
出
展
し
た
。
今
回
の
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
は
「
徳
島
発
信
、
食

を
支
え
る
ア
グ
リ
か
ら
最
先
端
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ

た
め
の
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

徳
島
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

生
鮮
食
品
の
即
売
会
、
環
境
や
食
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
、
三
日
間
で
延
べ
三
万
六
千
人

も
の
県
民
が
会
場
を
訪
れ
た
。
農
業

会
議
の
ブ
ー
ス
で
は
新
規
就
農
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
終
日
、
専
門
の

相
談
員
が
対
応
に
あ
た
っ
た
結
果
、

二
十
数
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
法

人
に
就
職
し
た
い
と
い
う
も
の
か
ら
、

農
地
を
取
得
し
て
野
菜
づ
く
り
等
を

始
め
た
い
と
い
う
も
の
、
ま
た
、
一

般
の
株
式
会
社
が
農
業
部
門
に
参
入

し
た
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
ま
で
千

差
万
別
で
あ
り
、
熱
心
な
就
農
希
望

者
に
な
る
と
長
時
間
相
談
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

農
業
法
人
協
会
や
有
機
農
産
物
認

証
協
会
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
制
度
に
関
す
る
資
料
展

示
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
、

展
示
用
と
し
て
出
展
さ
れ
て
い
た

（
株
）
ア
グ
リ
ベ
ス
ト
の
真
っ
赤
に

熟
れ
た
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
は
コ
ー
ナ
ー

を
訪
れ
た
主
婦
層
の
関
心
を
引
い
て

い
た
。
ま
た
、
農
業
会
議
の
事
業
展

開
の
中
で
生
ま
れ
た
「
阿
波
の
食
財

会
」
も
独
自
に
ブ
ー
ス
を
構
え
、
新

鮮
な
と
く
し
ま
号
の
舞
台
を
利
用
し

た
食
育
ク
イ
ズ
の
実
施
や
そ
ば
米
雑

炊
・
鳴
門
金
時
チ
ッ
プ
ス
で
食
べ
る

和
三
盆
糖
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
配
布

な
ど
精
力
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
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本
県
初
の
特
定
農
業
法
人
に

県
内
の
集
落
営
農
法
人
第
一
号
と
し
て
昨
年
十
二
月
二
日
に
設

立
さ
れ
た
阿
南
市
新
野
町
に
あ
る
農
事
組
合
法
人
「
し
げ
と
も
」

（
野
々
宮
英
樹
代
表
理
事
・
組
合
員
四
三
戸
）
が
、
本
年
十
月
に

特
定
農
業
法
人
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

企
業
の
農
業
参
入
相
談



平
成
十
八
年
度
農
業
委
員
研
修
会

が
、
十
月
二
日
の
吉
野
川
市
を
皮
切

り
に
、
県
内
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
い
ま
、

農
業
委
員
会
が
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
、

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
全
員
に
再
認
識
し
て
も
ら

う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
通

じ
て
、
県
下
各
地
で
目
に
見
え
る
農

業
委
員
会
活
動
が
実
践
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
研
修
内
容
は
、
「
農
業
委

員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
」
の
認
識
か

ら
「
農
地
転
用
の
留
意
点
」
な
ど
の

六
議
題
。
ど
の
内
容
に
つ
い
て
も
今

後
の
農
業
委
員
会
活
動
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
く
に
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
品
目
別

に
か
つ
全
農
家
を
対
象
と
し
て
い
た

対
策
か
ら
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い

手
に
対
象
を
絞
っ
た
対
策
に
大
き
く

転
換
す
る
こ
と
か
ら
、
３
会
場
に
集

ま
っ
た
三
百
八
十
人
余
り
の
農
業
委

員
も
、
講
師
の
徳
島
県
農
政
事
務
所

の
瀧
下
農
政
専
門
官
の
説
明
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
研
修

会
が
終
了
し
た
後
で
も
、
個
別
に
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
内
容
に

つ
い
て
講
師
の
瀧
下
専
門
官
に
相
談

し
て
い
る
農
業
委
員
の
姿
も
見
受
け

ら
れ
た
。

果
汁
の
強
い
酸
味
は
そ
の
ま
ま
食

用
に
供
せ
な
い
が
、
そ
う
快
な
香
味

を
料
理
に
加
え
て
言
葉
で
表
せ
ら
れ

な
い
風
味
を
か
も
し
だ
す
効
用
を
持

つ
カ
ン
キ
ツ
が
香
酸
カ
ン
キ
ツ
で
あ

る
。
ス
ダ
チ
は
毎
年
五
月
中
旬
頃
に

白
い
小
さ
な
花
が
咲
き
、
果
実
は
さ

わ
や
か
な
味
覚
で
県
民
に
親
し
ま
れ

る
特
産
品
で
あ
る
。
昭
和
四
九
年
十

月
四
日
に
ス
ダ
チ
の
花
が
徳
島
県
の

花
に
採
用
さ
れ
た
。

ス
ダ
チ
は
果
皮
の
緑
が
濃
く
、
果

汁
が
豊
富
で
ク
エ
ン
酸
を
多
く
含
み
、

さ
わ
や
か
な
香
り
が
強
い
の
が
、
良

い
ス
ダ
チ
と
い
え
る
。

一
．
ス
ダ
チ
果
汁
の
伝
統
的
使
用
法

ス
ダ
チ
の
伝
統
的
使
用
法
は
、
二

つ
に
切
っ
て
し
ぼ
り
、
そ
の
果
汁
を

用
い
る
か
、
薬
味
と
し
て
果
皮
を
す

り
お
ろ
し
て
皮
の
香
気
を
用
い
る
な

ど
、
食
欲
増
進
の
引
き
立
て
役
に
加

え
て
、
料
理
に
「
い
ろ
ど
り
」
を
沿

え
る
役
割
も
あ
る
。

二
．
ス
ダ
チ
の
機
能
性

①
食
品
中
（し
ら
す
干
し
＝
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
）
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
ス
ダ
チ
果
汁
で
可

溶
化
さ
れ
吸
収
さ
れ
や
す
い
（
徳
島
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
一
九
九
七
）

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
起
因
す
る
疾

患
が
近
年
話
題
に
な
り
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
の
良
い
調
理
法
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
生
体
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
機
構
と
吸
収
効
率
は
未
だ
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
カ
ル
シ

ウ
ム
は
イ
オ
ン
化
も
し
く
は
可
溶
化

（
コ
ロ
イ
ド
微
粒
子
状
態
）
の
形
態

で
小
腸
下
部
に
お
い
て
吸
収
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
に
ス
ダ
チ
果
汁
を
添
加
す
る
と
カ

ル
シ
ウ
ム
の
可
溶
化
に
他
の
酢
よ
り

著
し
い
効
果
を
上
げ
た
。
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
に
ス
ダ
チ
果
汁
を
加
え
人
工

消
化
液
で
処
理
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
可
溶
化

し
、
結
果
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
ス

ダ
チ
果
汁
を
か
け
る
食
習
慣
の
有
効

性
が
認
め
ら
れ
た
。

②
細
胞
の
新
陳
代
謝
機
能

ス
ダ
チ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
ク
エ

ン
酸
を
豊
富
に
含
み
胃
腸
を
刺
激
し

消
化
吸
収
を
助
け
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
作
り
出
す
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
脳
細
胞

の
機
能
回
復
に
通
じ
、
ボ
ケ
防
止
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
老
化
防
止
、
病
気
予
防
に
つ

な
が
る
抗
菌
免
疫
作
用
、
抗
壊
血
作

用
、
解
毒
作
用
、
血
糖
値
低
下
作
用
、

強
心
利
尿
作
用
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
ク
エ
ン
酸
の
酸
味
と

精
油
の
香
気
は
食
欲
の
増
進
の
み
な

ら
ず
疲
労
の
原
因
と
な
る
乳
酸
を
取

り
除
き
、
細
胞
の
新
陳
代
謝
を
活
発

に
す
る
働
き
が
あ
る
。

③
抗
酸
化
機
能

ス
ダ
チ
の
果
皮
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

を
含
み
、
抗
酸
化
物
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
肌
荒
れ

防
止
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（
記
事
：
赤
井
昭
雄
）
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「
健
康
食
品
ス
ダ
チ
」
の

す
ば
ら
し
い
機
能
性

農業委員研修会開催される県
内
３
カ
所
で
実
施

徳島３Ｘ１号（種なしスダチ）

徳島県果樹研究所育種



場所 対象者

２日・５日・１１日 農業委員研修会 県内３カ所 農業委員

３日・４日・６日・１９日 担い手育成地域巡回打合せ会議 県内６カ所 市町村・農委、農協、その他

１４日 新・農業人フェアー’０６ 梅田スカイビル 新規就農就職希望者

１８日 徳島県農業会議第３１３回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

18～19日 西日本農業委員会職員現地研究会 岡山市 農業委員会職員

２３日 農地地図システム利活用検討会 ホテル千秋閣 地域担い手育成協議会

２４日 経営多角化・高度化推進検討会 プリンスホテル 消費者、食品関連事業者等

26～27日 第9回全国農業担い手サミットinながさき 長崎市 認定農業者

３０日 農業法人若手勉強会 センチュリーホテル 農業法人社員等

７日 徳島県農業会議臨時総会 農協会館 農業会議員

７日 市町村農業委員会会長・事務局長会議 農協会館 農業委員会会長・職員

１３日 都道府県農業会議会長会議 東京都 農業会議会長

１７日 農業者年金業務担当者会議 農協会館 農委、農協担当職員

２０日 徳島県農業会議314回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

28日 農業者年金加入推進セミナー 東京都 市町村年金担当者

２９日 １８年度全国農業委員会会長代表者集会 九段会館 農業委員会

上旬 第２回集落営農推進リーダー講習会 徳島市内 集落リーダー、担当者

上旬 担い手育成総合推進担当者会議 県内４カ所 地域担い手育成協議会

１８日 徳島県農業会議第３１５回常任会議員会議 県庁１１階講堂 常任会議員

１８日 平成１８年度徳島県知事感謝状等授与式 県庁１１階講堂 農業委員

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定
１０月

１１月

１２月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

８月 10,863 4,405 281 16,152 5,223 5,201 197 168 3,426 1,941 47,857

９月 13,037 0 886 5,771 8,135 9,538 447 72 0 6,332 44,218

10月 15,633 0 1,045 13,002 11,279 3,484 316 0 3,651 14,156 62,566

合計 39,533 4,405 2,212 34,925 24,637 18,223 960 240 7,077 22,429 154,641

農地法第４条・第５条転用許可の面積徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会

議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
四
条
・
第

五
条
の
転
用
許
可
面
積
は
右
表
（
八

月
～
十
月
）
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

の
対
象
は
、
認
定
農
業
者
と
一
定
の

条
件
を
備
え
る
集
落
営
農
組
織
の

「
担
い
手
」
で
す
。
担
い
手
と
は
、

担
い
手
に
施
策
が
集
中
化
・
重
点
化

さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
と
は
、
認
定
農
業
者

制
度
と
は
、
集
落
営
農
の
組
織
化
と

は
…
そ
ん
な
疑
問
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト

を
多
く
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。
担
い
手
を
め
ざ
す
農

業
者
の
必
読
の
一
冊
で
す
。

①
担
い
手
育
成
は
待
っ
た
な
し
、
②
担
い

手
育
成
は
地
域
の
問
題
、
③
担
い
手
に

絞
っ
た
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

導
入
、
④
背
景
に
は
国
際
ル
ー
ル
の
強
化

⑤
認
定
農
業
者
と
は
、
⑥
農
業
経
営
改

善
計
画
の
内
容
、
⑦
配
偶
者
や
後
継
者

も
な
れ
る
、
⑧
農
業
経
営
改
善
計
画
の

再
認
定
、
⑨
認
定
農
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
と

は
、
⑩
い
ま
、
な
ぜ
、
集
落
営
農
な
の
か

⑪
集
落
営
農
と
は
、
⑫
集
落
営
農
の
メ

リ
ッ
ト
、
⑬
話
し
合
い
の
進
め
方
、
⑭
集

落
営
農
の
タ
イ
プ
他
。

（Ｂ
５
判
三
六
頁

五
〇
〇
円
）

手づくり情報誌 第４号 かけはし21 平成18年10月21日< 8 >

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

「かけはし21」４号について
平成19年度から米･麦を中心とした品目横断的経営安定

対策の本格実施に加え、新しい野菜対策も平成19年度か

ら実施されることになり、担い手育成は待ったなしの情

勢。特に本県では野菜対策の取り組み如何では農家所得

の確保に大きな影響を及ぼすことから、認定農業者等の

確保・育成に向けて関係者の早急なな取り組みが必要だ。

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

あ

と

が

き

【徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
の
異
動
】

七
月
二
〇
日
付
け
で
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
選
出
の
常
任
会
議
員

と
し
て
尾
形
英
雄
氏
が
、
七
月
二
五
日
付
け
で
海
部
郡
互
選
の
常
任
会
議
員

と
し
て
牟
岐
町
の
大
谷
達
也
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
。
ま
た
八
月
三
一
日
付
け

で
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
選
出
の
常
任
会
議
員
と
し
て
三
木
健
二
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

全
国
農
業
図
書
紹
介
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